


１ 人口増減の傾向（ ）を見るためのグラフ人口動態

死亡率

出生率

（１）出生率・死亡率の時系列変化のグラフ



【参考】人口増減率の求め方

自然増加率（ － ）

＋
社会増加率（ － ）

出生率 死亡率

移入率 移出率

ただし国家単位では のみで
増減をみることが多い

自然増加率

※千分率（1000人中の何人かの割合）で示す

‰（パーミル）

人の生き死に

人の移動



①見方

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

多産多死
多産少死

死亡率

出生率 Ⅳ期

少産少死 少産少死

増加 急増 停滞 減少

※Ⅰ期→Ⅱ期などに人口動態がかわることを

（人口革命）という。人口転換



②それぞれの人口動態の社会・地域の性格

・Ⅰ期 【 産 死】型…発展途上国型、人口漸増多多

・Ⅳ期 【 産 死】型…先進国型（人口減社会）、
少子高齢化

少少

・Ⅱ期 【 産 死】型…医療・衛生状態の改善で

乳幼児死亡率低下
人口急増

多 少

・Ⅲ期 【 産 死】型…先進国型、人口停滞
（家族計画の普及で出生率低下）

少少



（２）人口ピラミッド(年齢階層別人口構成図)



①見方

■15歳，65歳の所に作業線を入れて，３つの年齢階層

に分けて，特徴を読み取る。

老年人口

壮年人口
（生産年齢人口）

幼年人口

被扶養人口



②人口ピラミッドの形だけで地域，国の特色を推察
することもできる。

■アフガニスタン2010年（ ）ピラミッド型

→多産多死の が多い発展途上国

増加傾向



■②フランス 2010年（ ）つりがね型

→少産少死の が多い先進国

人口回復
人口停滞



■ロシア 2010年（ ）つぼ型

→少産少死の が多い先進国

減少傾向



■多摩ニュータウン（ ）

③人口ピラミッドの形から,地域社会の特色を推察

することもできる。

ひょうたん型

→壮年人口（とくに中堅）が流出している 過疎地域

人口減少



■八丈島町 （ ）

→壮年人口が流出している 過疎地域

キノコ型

人口減少



■クウェート（ ）

→外国人労働者が流入している 工業国

星型，ひとで型



■八王子市（ ）

→学生が多い 文教地区（大学・大学院が164）

星型，ひとで型



１次産業 ２次産業

３次産業

3.8%

25.0%

71.2%

日本（2012）
■１次産業・・・3.8％
■2次産業・・・ 25％
■3次産業・・・71.2％

２ 国・地域の経済発展の度合い,産業構成をみるときつかうグラフ

①グラフに点を打つ方法

【三角図表(産業別人口構成図)】



20%

30％

50％

１次産業 ２次産業

３次産業

②見方



発展途上国

新興国

先進工業国

※経済発展とともに左上から左下へ点が移動

第１次産業人口割合
日本 3.8
中国 33.6
韓国 5.7
インド 47.2
アメリカ 1.6
ロシア 7.3
イギリス 1.2
エジプト 27.1
ガーナ 42
モンゴル 35

③点の位置から,経済発展の度合いを見極める方法



３ 国ごとの社会の性格をみるときにつかわれるグラフ

子育て期間

子育て期間

М字カーブ

М字カーブ

社会主義国

イスラムの影響

イスラムの影響

激しい受験戦争

女性の社会進出

男性中心社会の性格

女性就業少ない

女性就業少ない

男女とも働く

女性就業途中から減少

【性別の労働力人口率のグラフ】



EUでは全般に女性の社会進出すすむ

例外

一次産業中心のため
子ども期の就業人口多い

男女の賃金格差大 例外



【都市人口率と農村人口率の時系列変化のグラフ】

４ 国・地域ごとの都市化の進度をみるときに使うグラフ
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戦後,アメリカの影響下で都市化が急
速にすすむ
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オイルショック後の都市化進展
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遅れた農業地域から,人口爆発で都
市に人口流出へ
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遅れた農業地域の性格がよく残る
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都市人口率は昔から高位安定
(工業発展が背景)
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都市人口率は昔から高位安定
(工業発展が背景)
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1970年代後半から都市人口が急速
に増える
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都市人口率は昔から高位安定
(居住に適さない乾燥地域の割合
が国土の2/3)



【合計特殊出生率の時系列変化のグラフ】

５ 国・地域ごとの少子化の進度をみるときに使うグラフ

※人口置換水準(2.07)とは,人口再生産に最低でも必要な数値

水準以上

水準未満(少子化)



日本のグラフの見方

ここから日本の少子化が深刻化



■日本と欧米先進国との少子化傾向の比較

(人口置換水準)

日本

回復傾向

減少傾向



2) 回復傾向

1)減少傾向 日本・ドイツ・イタリア

特に は合計特殊出生率が低い

1.42(2015年現在)

フランス・スウェーデン・イギリス

出産・子育てと就労に関して
がとられているため

両立支援策

日本



0

1

2

3

4

5

6

1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

日本 韓国 香港 タイ シンガポール 台湾

■日本とアジア諸国との少子化傾向の比較

1970年の時点では、いずれの国も日本の水準を上
回っていたが、2011年現在では

を含めて日本よりも出生率が 低い
人口置換水準を下回り

タイ

(人口置換水準)



1991年12月
ソ連崩壊

■ロシアなど旧社会主義国の少子化傾向の特殊性

■旧ソ連崩壊後
・・・社会主義崩壊(                 )のストレスから

( )が増え,死亡率が上昇し,
少子化が進む。現在は経済発展が進み若干回復。

体制転換
アルコール飲酒



中国

日本

1979年～
一人っ子政策

徐々に
規制緩和

■中国の少子化の特殊性

2015年～
ついに廃止

□1979年からの により出生率が急減。
近年は若干回復。

一人っ子政策

現在1.77


